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秋多都市計画地区計画初雁地区地区計画 

 

名   称 初雁地区地区計画 

位    置※ あきる野市牛沼字初雁、字東龍ヶ崎、字西龍ヶ崎及び雨間字西郷前各地内 

面    積※ 約７．９ha 

地区計画の目標 本地区は、秋留台地の南側、首都圏中央連絡自動車道あきる野インターチェンジ（以下「あきる野ＩＣ」という。）周辺に位置し、主要
幹線道路である国道４１１号が隣接し、交通利便性に優れていることから、都市的土地利用を図る上で好立地な位置にある地区である。 

しかしながら、地区内はあきる野ＩＣや神社が立地するほかは平坦な農地が広がっている。 

あきる野市都市計画マスタープランでは、あきる野ＩＣ周辺は、本市の玄関口として、利便性をいかした商業・業務、更には周辺環境

と調和した観光農園・教育ファーム・体験農園など都市的農業機能の導入を目指すとしている。また、圏央道の高い交通利便性を効果的

に活用し、商業・業務系企業の導入や農地をいかした産業系土地利用を推進するとしている。これに基づき農地等の土地利用を転換し、

良好な産業系市街地の形成を目指す。 
なお、計画地北側には、既存の住宅が広がっていることから、緩衝緑地の設置や壁面の位置を制限することなどにより、住環境の保全

を図る。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 本地区を五つの地区に区分し、農地などの土地利用転換を適切に誘導し、計画的な市街地の形成を図る。 

流通・業務地区 

ＩＣ関連地区 

神 社 地 区 

 

沿 道 地 区 

 

産 業 地 区 

： 

： 

： 

 

： 

 

： 

国道４１１号及びあきる野ＩＣへのアクセスに優れたポテンシャルをいかした、流通・業務施設などの誘導を図る。 

あきる野ＩＣの料金所等、高速道路機能を維持するための施設の保全を図る。 

秋川神明社周辺部は、近接する緑や保全地区と調和を図り、神社や御神木としての大杉など、歴史文化等環境の保

全を図る。 

国道４１１号とあきる野ＩＣの結節点である交通利便性を有効に活用し、流通・業務施設又は流通・業務地区と連

携した物販、飲食や生活利便施設などの誘導を図る。 

流通・業務施設と連携した利便性向上に資する施設などの誘導を図る。 

地区施設の整備の

方針 

 本地区は、隣接する住宅地の住環境の保全や保存緑地との調和を図るため、次の事項に留意して地区施設を定める。 

 １ 災害時にも活用できる防災機能を有した公園を配置する。 

 ２ 周辺の自然地や地区内の歴史文化等の環境に配慮し、また、住環境の保全に資する緩衝機能を有した緑地を確保する。 

 ３ 地区に近接する崖線や住宅地への延焼防止のほか、土砂災害特別警戒区域からの崩壊による危険を回避するため、建築物の配置と 

  併せて、防災空間としての機能に資する道路、緑地等を確保する。 

 ４ 沿道地区及び産業地区は、建築物の誘導並びに土地の造成等に伴い、適切な地区施設等を配置し、保全を図る。 

建築物等の整備の

方針 

産業系土地利用の増進を図るため、建築物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形

態又は色彩その他の意匠の制限及び垣又は柵の構造の制限を定める。 

また、地区北側は、土砂災害特別警戒区域であることから、崩落による危険を回避するため壁面の位置の制限を定める。 

決定  平成２８年 ３月１７日 あきる野市告示  第 ２５号 

変更  平成２９年 ８月 ９日 あきる野市告示  第１００号 
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区
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設
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及
び
規
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種  類 名  称 幅員（地区外を含めた幅員） 延  長 備  考 

道  路 

区画道路１号線※  １０ｍ 約５４０ｍ 既設（西秋留４７４号線） 

区画道路２号線    ６ｍ 約２０３ｍ 拡幅 

区画道路３号線    ６ｍ 約４６５ｍ 拡幅 

区画道路４号線   ４ｍ 約 ７６ｍ 既設（西秋留４７９号線） 

区画道路５号線    ２（４）～４ｍ 約１０３ｍ 既設（西秋留４６９号線） 

種  類 名  称 面  積 備  考 

公  園 
１号公園 約１３９㎡ 新設 

２号公園 約７２５㎡ 新設 

その他の 

公共空地 

１号緑地 約１，８６７㎡ 新設 約５ｍ（出入口を除く。） 

２号緑地 約 ５７６㎡ 新設 約２ｍ（出入口を除く。） 

３号緑地 約 ２４５㎡ 新設 敷地境界線から約１ｍ（出入口を除く。） 

４号緑地 約 １１０㎡ 新設 約１ｍ（出入口を除く。） 

５号緑地 約 ４２５㎡ 新設 約３．５ｍ（出入口を除く。） 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地 区 の 

区 分 

名 称 流通・業務地区 ＩＣ関連地区 神社地区 沿道地区 産業地区 

面 積 約３．６ha 約３．１ha 約０．３ha 約０．５ha 約０．４ha 

建築物等の用途の制限 

次に掲げる用途に供す

る建築物以外を建築して

はならない。 

１ 倉庫 

２ 事務所 

３ 工場 

４ 上記１から３までに

附属する建築物 

５ 市長が公益上必要と

認める建築物 

次に掲げる用途

に供する建築物以

外を建築してはな

らない。 

１ 高速道路等道

路関連施設 

２ 上記１に附属

する建築物 

次に掲げる用途に供

する建築物以外を建築

してはならない。 

１ 神社 

２ 集会所 

３ 上記１及び２に附

属する建築物 

次に掲げる用途に供
する建築物以外を建築
してはならない。 
１ 倉庫 
２ 事務所 
３ 工場 
４ 店舗、展示場その

他これらに類する
用途に供する建築
物でその用途に供
する部分の床面積
の合計が 

  ３，０００㎡以内
のもの 

５ 上記１から４まで
に附属する建築物 

６ 市長が公益上必要
と認める建築物 

次に掲げる用途に供

する建築物又はその建

築物に附属するもので

本地区整備計画区域の

土地利用に支障がない

と市長が認めるもの以

外を建築してはならな

い。 

１ 倉庫 

２ 事務所 

３ 工場 

４ 店舗 

５ 公益上必要な建築 

  物 
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建築物の敷地面積の 

最低限度 
７，０００㎡ - １，０００㎡ 

壁面の位置の制限 

計画図３に示す１号壁

面線については、道路境

界線から建築物の外壁又

はこれに代わる柱の面ま

での距離を９ｍ以上とす

る。 

- 

建築物等の高さの最高限度 ２５ｍ - ２５ｍ 

建築物等の形態又は色 

彩その他の意匠の制限 

建築物の外壁、屋根及
び工作物の色彩は、刺激
的な原色を避け、落ち着
きのある色調にするもの
とする。なお、色彩につ
いては東京都景観色彩ガ
イドラインによるものと
する。 

- 

建築物の外壁、屋根及び工作物の色彩は、刺激
的な原色を避け、落ち着きのある色調にするもの
とする。なお、色彩については東京都景観色彩ガ
イドラインによるものとする。 
 
 
 
 

垣又は柵の構造の制限 

道路及び敷地境界又は
緩衝緑地帯に面して設け
る垣又は柵の構造は、生
け垣又は高さ２．０ｍ以
下の透視可能なフェンス
等とする。ただし、フェ
ンス等の基礎で地盤面か
らの高さが０．５ｍ以下
のもの又は門柱、門扉等
にあっては、この限りで
ない。 

- 

土地の利用に関する事項 周辺の自然地との調和を図るため、敷地内の緑化に努める。 

※は知事協議事項  

「区域、地区の区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 


